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1.　かつ て，一般家庭 で使 用してい る家計簿記 につい

て，その種類，組織，形式な どを調査して報 告し た。そ

の後，約10 年を経て， 高度大衆 消費時代 と称 される時

期 を迎え，一般家庭 におい て発 生する取引にも変化 が生

じ てい る。 たとえば，振替払い をはじ めとナ る現金以外

の取引の増加であ る。こ れらは現金 の授受 を伴 なわない

が家 計とし ては看 過できない 取引である。在来 の家 計簿

記 では，現金取 引を中 心 と し て取扱 う傾向が強かった

が， 時代の変化 に即応 して， 現金以 外の取引をも対 象と

することが要求 される。 そこで， 約10 年 の間に家 計簿

記 がどのように変化し たかについ て調 査し，今 後の改 善

に示 唆を得たい と考えた。

2.　現在，一般 に使 用されてい る家 計簿記， および著

書 論文につ いて， その対 象と記帳 計算 の組 織とを調査し

た。 また，仮設例題による記帳実験によって，各家 計簿

記のもつ 問題点につい て検討し た。

3.　調査検討 の結果 ，各家 計簿記にくふう改 善のあと

がみられた。し かし，簿記学的に完 全とみとめることの

できるものは，複式以外では松平友 子創案 のものと，私

案 のものとだけのよ うであった。


